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三条商工会議所会報

江戸川産業㈱



　当所創立80周年記念講演会が２月25日、元読売テレビ解説
委員長・（株）大阪綜合研究所代表の辛坊治郎氏を講師に迎え
て開かれ、会員事業所関係、一般市民合わせて380人ほどが参
集した。
　辛坊氏は講演で、「まもなく新型ウイルス感染症オミクロン
株の騒動は終わり、５月の連休前後にGoTo事業が再開され、
参議院選挙前の６月には、感染症予防法上の第５類相当まで引
き下げられるだろう。この新型ウイルス感染症を原因とした社
会的混乱は、今年の中盤以降に終息し、今年の後半以降はかつ
ての日常が戻ってくる」と予見。集まった聴衆は、辛坊氏の見
識に頷き、時に拍手を送って応えていた。
　冒頭、兼古耕一会頭は、ホームページや国道８号沿い看板の
刷新など80周年記念事業を紹介した上で、「感染症拡大により、
辛坊講師には開催判断が直前になることをご理解いただき、担当
部門は最後まで頭を悩ませて本日の開催に至りました。辛坊講師
においては、いつもの独自の切り口で、さまざまな物の見方を提示していただけると期待しています。
感染対策を徹底した上で、本日の講演会が楽しいひと時をなるようお願いいたします」とあいさつした。
　辛坊氏は新型ウイルス感染症のほか、子宮頸がんワクチンの副反応騒動、ウクライナ情勢、運転
免許の自主返納などを取り上げ、「みなさんの判断の基となる情報は簡単に手に入る。情報を丹念に
集めていくと公開情報の中から真実が見えてくる。確実な情報を丹念につなぎ合わせて先を見通し
てください」と説いた。運転免許の自主返納に疑義を唱える立場で、「運転に自信の無い人は運転を
止めましょう。だけど免許証は持っておいてください。失う意味がない」と呼びかけた。その理由は

「今国会、４月以降に道路交通法、免許制度の改正が行われ、自動ブレーキの付いた自動車の限定免
許が新設される。ただし、いったん免許を失った高齢者がその限定免許を新たに取得することは不
可能であろう。おそらく完全な自動運転でも免許は必要となる」ためで、辛坊氏は自動ブレーキが
普及して以来、訴え続けてきたと述べた。

辛坊治郎氏迎え創立80周年記念講演会

「報道の現場から見た政治・経済 情報のウラを読む」「報道の現場から見た政治・経済 情報のウラを読む」

　ヨットでの太平洋単独往復については、「ロ
ープの結び目１個の奇跡」の連続で助かったと
いう前回の失敗談も交えつつ、「危機の連続よ
り、順風満帆の中に真の恐ろしさがある」と述
べ、「死んでもおかしくない局面は誰にでもあ
る。皆さんの背後に、本当に大勢の人の人生
や、仕事の積み重ねがある。太平洋をたった一
人で横断してつくづく、人生は一人じゃないと
感じさせられた」と締めくくった。
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「Different Possibility」 ㈱山村製作所 代表取締役
2022年度三条商工会議所青年部会長

山村 興司
　90年代最後にあった有名なキャッチコピー
“Think different”これは「発想を変える」「もの
の見方を変える」そして「世界を変える」と言う
考えです。「燕三条の若手経済人が持つ『人と違
う考え』がこの燕三条地域で様々な可能性を生み
出す。『人と違う考え』を楽しみ、変化を恐れな
いことで自分の周りの状況を自分で変え、周りに
影響を与えることもできる」。この思いを2022年
度方針の「Different Possibility」に込めました。
　YEG会員企業の秘められた可能性、地域経済、
それらに関わる全ての人々の可能性を引き出し、

燕三条の発展に寄与すべき事業を楽しみながら行
うこと。そして燕三条の新たな可能性を未来に示
すことが、三条YEGのミッションだと考えています。
　三条YEGで活動し、自分自身の“Different 
Possibility”に気付いてもらいたいと思っていま
す。自分の可能性を広げたい人、もしくは可能性
を広げたいと思う人材がいらっしゃる会員企業の
皆様、青年部への入会を心よりお待ちしておりま
す。

　三条商工会議所青年部地
域文化開拓委員会（渋谷孝
政委員長）は、市内８カ所
のパワースポットを紹介す
る「三条パワースポットマ
ップ」を作成した。誰もが
知る「有名スポット」か
ら、知る人ぞ知るような「穴場」まで、それ
ぞれのパワースポットにまつわる歴史・文
化・ストーリーを周知し、市内外の人たちに
新たな三条の魅力をアピール。多くの人が三
条市を訪れるきっかけを作ろうというもの。
　マップは市内57か所の公共施設等に設置し
たほか、特設ホームページでも閲覧できる。
三条市観光協会HPや旅行サイト・じゃらん
にも各スポットの情報を掲載。スマートフォ
ンを使ったデジタルスタンプラリーも実施し

た。1,000本のオオヤマザクラの「道心坂」や万
葉集の歌にも詠まれたとされる「万葉の藤」な
ど、春に花咲くスポットも掲載されており、これ
からの季節の市内散策にも参考になりそうだ。
【掲載パワースポット】▽本成寺▽日
吉神社・稲荷神社▽万葉の藤▽保内
三王山古墳群▽大崎山公園▽道心坂
▽五十嵐神社▽八木ヶ鼻・八木神社 紹介ページQRコード

知ってほしい三条の魅力

三条パワースポットマップ
 青年部 
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　昭和34年創業のプラスチック関
連の総合商社。プラスチック材料の
卸売りに加えて、プラスチック成型
加工の田上化工㈱、プラスチック材
料の着色、リサイクルを行う江戸川
ポリマー㈱と、グループ企業の力を
結集し、プラスチックに関する顧客
の要望に迅速に、きめ細かく応えら
れることが同社の強み。顧客には空
調機器や家電などの上場企業や、地
場の有力企業が多く、高い要求基準
を常にクリアしてきたことも強み。

　３代目の新保智也氏は「地域商社
としての小回りを活かし、物流面で
も地場の製造業をサポートする体制
を整えたい。産業に無くてはならな
いプラスチックの持続可能性を担保
するためバイオマスプラスチック原
料の取扱量の増加、原材料のリサイ
クル、リユースなどSDGsに配慮し
た経営を進めないと生き残っていけ
ない」と挑戦を続ける。「お客様を
幸せにするためには、従業員が幸せ
でないといけない」と、ハッピーパ

ートナー企業認定の取得や、健康経営への着手
など働きやすい職場環境作りにも取り組み、内
外で企業価値を磨いている。

手探りから事業領域拡大へ
　創業者の祖父・誠三郎氏は、市内の製造業者
でプラスチック部門を担当して経験を積み独
立。当時、この地域では珍しかったプラスチッ
ク材料の商社として、地場企業と材料メーカー
の橋渡し役となった。「手探り状態の中で、製
品作りにも踏み込んでアドバイスしていた」。
江戸川産業の屋号は、材料メーカー旧・三菱江
戸川化学㈱（現・三菱ガス化学㈱）の製品を取
り扱っていたことに由来する。江戸川産業の社
章も三菱江戸川化学から譲り受けた由緒あるも
ので、新保氏は「エドライトという商品を取り
扱っていたこともあり、江戸川産業の屋号が浸
透したようだ。会社としての第一期には、祖父
が務めていた会社の屋号だった」と話す。
　グループの強みの源泉となっている田上化工
は昭和46年に「江戸川産業田上工場」として
設立された。同年に本社倉庫で発生した火災か
らの再建と合わせて、自前の成型部門を設置し
たかたちで、田上町への進出は、成型部門が市
内の顧客と競合しないようにという配慮もあっ
た。「材料を仕入れて売るだけでなく、自前の
ものづくり部門を持ったのは、会社にとって大き

な転機だった」
という。田上化
工は後に、同町
内の中

なか

轌
ずり

工業団
地へ移転し、平
成４年には材料
に着色する江戸
川ポリマーが設置された。

持続可能な材料供給目指す
　新保氏は三菱商事プラスチック㈱での勤務を
経て平成16年に入社し、父で前代表取締役の
賢太郎氏の急逝により平成26年から代表取締
役を務めている。事業承継について新保氏は
「前年に代表権のある専務になっていたため、
結果としてはスムーズだった。祖父の急逝で父
が社長となったのが38歳、私も同じ38歳で社
長となったのは偶然とは思えない。父は『おれ
は２週間で引き継いだ』と話していましたね」
と振り返った。
　新保氏は今後の展望を、「創業時からお客様の
要求に応えて成長してきた。成型部門の田上化
工も、着色の江戸川ポリマーもお客様の要求に応
えた結果。今後は自社倉庫を設置し、物流面で
も小回りのきく商社として地場企業の要求に応え
ていきたい。プラスチックは環境面で悪者にされ
がちだが、無くてはならない素材。だからこそ、
江戸川ポリマー
で行っているリ
サイクルの部門
強化などで材料
の循環に寄与す
る。材料を供給
する企業として、
しっかりと皆様
のお役に立って
いきたい」と話
していた。

江戸川産業㈱
三条市三⽵⼀丁⽬13番３号
TEL：0256-34-2251
FAX：0256-35-688
URL：http://www.edogawasangyo.co.jp/

ものづくりのための
ものを供給する気概

田上化工社屋材料、加工等、グループの力が強み材料、加工等、グループの力が強み 新保氏

江戸川ポリマーでは着色を特意とする。江戸川ポリマーでは着色を特意とする。

三条商工会議所
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　４月１日から
の改正労働施策
推進法（パワハ
ラ防止法）、改正
個人情報保護法
施行に備える「パ
ワハラ防止サイバーリスク対策セミナー」が
２月17日に開かれた。セミナーは東京海上日
動火災保険㈱新潟支店と三条商工会議所との
連携協定に基づく事業の一環で、講師は東京
海上日動火災保険㈱新潟支店新潟中央支社の
笛木健一氏、同長岡支社の尾畑成美氏。　
　パワハラ防止法では一定規模以上の中小企
業が対象となり、事業主はパワハラ防止の方針
の明確化や周知、相談体制の整備、迅速で適
切な対応といった措置義務が定められている。

　笛木氏はパワハラ
防止法に関連して、
「万一、パワハラで
訴えられた場合、安
全管理や勤怠管理が
適切だったのかどう
か事業者側が証明する必要がある上、事業者側が
裁判に勝つことは困難。措置義務の対象とならなく
とも、人材確保に影響し、労働契約上の債務不履
行にあたる可能性もある。小規模な企業でも関係
ないということはない」とリスクの一端を紹介した。
　サイバーリスクについては、尾畑氏が「防御し
てもリスクをゼロにすることはできない。いち早
く検知し、いかに被害を最小限に抑えるかが重要
であり、自然災害への備えと同じ」と対策を促し
ていた。

組織の１位は「ランサムウェアによる被害」

　独立行政法人情報処理推進機構（IPA）は、2021
年に発生した社会的に影響が大きかったと考えら
れる情報セキュリティーに関するトピックについ
て、情報セキュリティー分野の研究者など約150
人のメンバーからなる「10大脅威選考会」の審
議・投票によりトップ10を選出し、「情報セキュ
リティー10大脅威2022」として順位を決定し、IPA
のホームページで公表した。ランキングは「個人」
と「組織」に分け、「組織」における脅威の１位
は、昨年に引き続き「ランサムウェアによる被害」
となった。21年も国内の企業や病院などのランサ
ムウェア被害が報道され、大きな話題となった。
　近年のランサムウェア攻撃は、標的型攻撃と同
様の手法で企業や組織のネットワークに侵入した
り、データを暗号化するだけでなく窃取して公開
すると脅したりして、身代金を支払わざるを得な
いような状況をつくり出す。標的型攻撃と同等の
技術が駆使されるため、この攻撃への対策は、例
えば、ウイルス対策、不正アクセス対策、脆

ぜい

弱
じゃく

性
対策など、基本的な対策を、確実かつ多層的に適
用することが重要である。加えて、どの組織でも
被害に遭う可能性があることを念頭において、バ
ックアップの取得や復旧計画を策定するなど、事
前の準備が重要となる。
　また、昨年８位だった「インターネット上のサ
ービスへの不正ログイン」に替わって、「修正プ
ログラムの公開前を狙う攻撃（ゼロデイ攻撃）」
が初登場で７位となった。ゼロデイ攻撃は、修正
プログラムが提供される前の脆弱性を悪用した攻
撃のこと。20年12月にはJavaプログラム用のログ
出力ライブラリである「Apache　Log（アパッチ　
ログ）４j」の脆弱性対策情報が、すでに攻撃が観
測されているとの情報と同時に公開された。
「Apache　Log４j」は、ウェブサーバーなどで行

われた操作を記録する機能を持つプログラムの部
品のようなもので、世界中のプログラムで広く使
われているため、大きな話題となった。ゼロデイ
攻撃の場合、修正プログラムが提供された時点で
すでに攻撃が行われているため、脆弱性対策に加
え、外部からの侵入を検知・防御する機器を導入
するなどの備えが重要である。

手口を知り、対策を怠らないことが重要

　今年は「組織」と「個人」を
合わせた10の脅威のうち、19
の脅威が昨年に引き続きラン
クインした。このように、大
半の脅威は急に出現したもの
ではなく、また新しい手口で
もない。よって手口を知り、常
に対策を怠らないことが重要
と考えられる。IPAでは、情報
セキュリティー対策の基本として、①ソフトウエ
アの更新、②セキュリティーソフトの導入、③パ
スワード管理・認証の強化、④設定の見直し、⑤
脅威・手口を知ることを推奨している。
　企業規模にかかわらず実行することが可能な基
本的な対策だが、10大脅威をはじめ、さまざまな
脅威に対して有効な対策であるため、確実に実行
していただきたい。また、「情報セキュリティー
10大脅威2022」にランクインした
各脅威の手口、傾向や対策など詳
しい解説については、２月下旬に
IPAのウェブサイトで公開する予定
となっている。対策の検討や社内
教育の参考にしてほしい。

（独立行政法人情報処理推進機構・江島将和）
会議所ニュース２月21日号（日本商工会議所発行）より転載

中小企業のセキュリティー対策
「情報セキュリティ10大脅威」を発表

４/１法改正、 中小企業も他人事ではない

パワハラ防止サイバーリスク対策セミナー

若者を定着させる働き方改革の理論と実践
建設部会　建設業雇用改善セミナー

　労働者の高齢化が著しいとされる建設業界
の課題となっている若年者の定着をテーマに
した「雇用改善セミナー」が２月21日、２月
28日に三条商工会議所で開かれた。
　２月21日のセミナーで、講師の廣津榮三郎
氏（ヒロT&T㈱代表取締役）は、「働き方改革
関連法によって建設業は、令和６年までに残
業を年720時間以内にしなければならない。
他産業は年300時間以内で、建設業の経営者
は安堵するかもしれないが、若者の視点では
建設業は労働条件が悪い（長時間労働）とい
うイメージとなり、受け止めが違う」と問題
を投げかけた。
　具体的な職場環境作りでは、上司や先輩か

らの挨拶や声掛け、
上司からの「報・
連・相」など若者
が声を上げやすく
孤立しにくい配慮
や、「建設業で成
功できる」という
自信をつけさせる
ほめ方を解説。中
長期目線での資格取得者分析と計画、業務
時間内や残業として行うスキルアップや資
格取得のための研修、現場を横断した情報
共有など有給休暇の取得しやすい環境作り
にも触れていた。

情報セキュリティ
ー１0大脅威2022
はこちら

［担当課支社］
長岡支社Sチーム TEL:0258-35-7535



全業種 建　設 製　造 卸　売 小　売 サービス

全
国

２月の業況（前年同月比）
▲33.9 ▲22.9 ▲21.1 ▲38.2 ▲43.8 ▲43.2

先行見通し（３ケ月先の見通し） ▲34.2 ▲28.7 ▲22.1 ▲40.4 ▲40.1 ▲41.8

北陸
信越

２月の業況（前年同月比）
▲42.0 ▲31.3 ▲18.2 ▲52.6 ▲63.6 ▲52.1

先行見通し（３ケ月先の見通し） ▲42.0 ▲40.6 ▲38.6 ▲42.1 ▲54.5 ▲37.5

発行所:三条商工会議所（三条市須頃1-20）
TEL.（0256）32-1311 / FAX.（0256）32-1310 / E-mail info@sanjo-cci.or.jp / https://www.sanjo-cci.or.jp / 定価 1部84円（購読料は会費に含まれております）

業況DIは、活動制約とコスト増の影響で大幅悪化
先行きも不透明感拭えず、厳しい見方
全産業合計の業況DIは、▲33.9（前月比▲15.7ポイント）
　36都道府県へのまん延防止等重点措置に伴う外出自粛や営業制限により客足が減少した飲食・宿
泊業などのサービス業の業況感が大幅に悪化した。また、持ち直しつつあった自動車関連を中心とした
製造業や卸売業でも半導体不足や部品の供給制約に伴う生産調整により売上が落ち込んだ。原油価
格を含む資源価格や原材料費の上昇によるコスト増加が続いていることに加え、オミクロン株の感染拡
大から従業員の自宅待機に伴う人手不足が発生しているなどの声も聞かれた。中小企業の景況感は調
査開始以降最大であった2020年３月（▲16.4ポイント）に次ぐ悪化幅を記録した。※東日本大震災後の
2011年４月は▲11.8ポイントの悪化幅

先行き見通しDIは、▲34.2（今月比▲0.3ポイント）
　オミクロン株の感染収束が見通せない中、春の観光需要喪失、受注・売上減少の長期化、年度末を
控えた借入金返済時期の到来による資金繰り悪化を不安視する声は多い。また、部品などの供給制
約、資源価格の高騰、円安、人件費上昇などの相次ぐコスト増加分の価格転嫁の遅れによる業績悪化
への懸念もあり、中小企業においては厳しい見方が続く。

２ 月 全 産 業 D I の 推 移

※DI値（景況判断指数）について
DI値は、売上・採算・業況などの各項目につい
ての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プ
ラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割
合が多いことを示す。従って、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気
などの景気感の相対的な広がりを意味する。
DI=（増加・好転などの回答割合）
　-（減少・悪化などの回答割合）
業況・採算:（好転）-（悪化）　　
売　　上:（増加）-（減少）

LOBO調査とは…
LOBO調査は、商工会議所のネットワークを活
用して、各地域の「肌で感じる足元の景気感」
を全国ベースで毎月調査しています。
前月の業況・売上・採算・仕入単価・従業員の状
況及び、業界として当面する問題などについて調
査した集計結果をリアルタイムでご覧になれます。

調査期間:令和４年2月9日～16日
調査対象:全国の332商工会議所が2,579企業にヒアリング

※ は1月の業況DIとの比較。　±5未満は横ばい（　　）、±5以上15未満（　　　）、±15以上（　　　）

2月LOBO調査（商工会議所早期景気観測）

※「法律相談」「事業承継相談」「知的財産権相談」「Ｍ＆Ａ相談」は開催日７日前迄に予約が無い場合は中止となります。
　（予約締切日が燕三条産業カレンダー休日の場合は、その前日迄にご予約ください。）

三条商工会議所専門家相談日
秘密を厳守しておりますのでお気軽にご相談ください!

まずはお電話にてお申し込みください。
TEL 0256-32-1311

7（木） 20（水） 12（火） 27（水）
13（水）

20（水）
随時お受けしております 随時お受けしております随時お受けしております

ご相談
無料

税理士による
税務・消費税
対策相談

弁護士による
法律相談

M＆A相談
社労士による労務相談

行政書士による行政書士相談

知的財産権相談

貿易相談 日本政策金融公庫による
資金繰り相談

事業承継
相談

相談時間:10:00～12:00 ※一部時間が異なります。
会　　場：三条商工会議所３Ｆ相談室
（資金繰り相談のみ2F日本政策金融公庫三条支店）4月

※13：00～16：00 と

令和4年

今 月 の 写 真

雪あかりの宿
弥田 正蔵
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